

















































































































































































































































Journal for Children Crossing Borders, 9. (2018)
26
較，相対化するプロセスに関わることができるのではないか。例えば，授業への参加の仕方につ
いて助言したり，各教科の翻訳された資料を提供し，その使い方を一緒に考えたりする。生徒が
教科授業の中で困っている問題を具体的に出させて，その問題について解決の仕方を話し合った
りする。このように，教科の内容ではなく，学び方という側面からの支援のあり方については，
探究の余地がまだ大いにあると考える。
３．３　ことばの学び
留学生の学びを捉える第三の観点として，ことばの学びを挙げる。しかし，その意味合いは，
教師が日本語能力判定を通じて「不足している」と見立てた日本語を補足的に学習することとは
一線を画す。
先に挙げた，移動経験をめぐる学び，そして，高校生としての学びには，必ずことばが伴う。
例えば，周囲の人に自分の思いを誰かと共有しようとするとき，拙くてもことばにすることが必
要である。また，留学前の学びと留学後の学びを相対化し，自分の学びを積み上げていく過程で
も，それを媒介することばが必要だ。このように，ことばにすることが必要な場面，ことばにし
たいと自らが思う場面で，生徒は主体的にその場に必要なことばを学びとっているはずである。
つまり，ここで指摘する「ことばの学び」は，このように，移動する者としての学び，そして高
校生としての学びを下支えし，また，推し進めるために必要なことばの力を生徒が自ら身につけ
ていくことを意味する。
２.４節で述べた日本語教室の実践のあり方を，「移動者」であり，「高校生」でもある留学生
の，主体的なことばの学びを後押しする実践の一つと位置付けたい。実践では，「生徒に必要な日
本語を決めて教える」こと以上に，生徒それぞれが，自分の課題や目標を認識し，課題の解決や
目標の達成に向けて前進するための「学習相談」に時間を割いた。そして，留学生本人が留学生
活，日本語学習を通じて，「自立した学び手になる」ことを目指して働きかけを行ってきた。
「留学生として日本の学校で学び，生活できるように，ことば（日本語）の面から支援するこ
と」が日本語教師の役割であると私は考えているが，一人ひとりの留学生にとって，「日本の学校
で学び，生活できるようになる」という目標にたどりつくための道筋や手段は，それぞれに違う
ものであるはずだ。教師が学習項目を見立てて「言語を教える」というアプローチをとることも
一つの手段かもしれないが，それがすべてではない。
留学生活において，留学生が抱えるのは，言語の問題だけではない。留学という移動経験から
生じるアイデンティティの危機に陥り，どうしても日本語学習にとりかかれない場合もある。生
徒が，自分が抱えている問題を整理し，対応方法を考え，行動することも留学生としての学びで
あり，留学生支援を担当する日本語教師として扱うべきことではないか。問題について話し，と
もに考え，行動するうちに，結果としてことばの力がつく，という学びの道筋もある。
つまり，日本語教師が，生徒たちの言語，「日本語」だけを注視し，彼らの「日本語」の不足部
分を補充するだけでは，留学生が学び，生活する上で，彼らが本来必要とする支援の糸口を見失
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う。日本語教師が扱う学びの範囲を，「日本語」から「移動者」としての学び，「高校生」として
の学びへと広げ，生徒とともに，ことばを使って問題解決の道を考える支援のスタイルをもつこ
とによって，高校留学生が必要とする「ことばの学び」を後押しすることができると考える。
４．おわりに
本稿では，ある私立高等学校における，海外からの正規留学生を対象とする日本語学習支援の
立ち上げから２年間の実践経過を踏まえて，高校への留学生の学びと日本語教師の役割について
考察した。
高校の留学生の場合，仮に入学の要件等で日本語レベルを規定しても，生徒の日本語の力にバ
リエーションが生じ，生徒の日本語の力を揃えることはできない。また，学校生活上の様々な要
因によって，彼らの学びも大きく左右される。だからこそ，留学生の学びを支援する方法に「正
解」はない。しかし，少なくとも，その現場で勤める日本語教師が，自らの役割を「日本語を教
えること」のみに狭めることなく，高校生としての学び，移動経験をめぐる学びの支援もまた，
自分の役割であると再認識することが重要であるという結論に至った。今後も，実践を通じて，
この問題について考え，発信していきたい。
また，本稿で紹介した生徒の成長は，日本語教師の働きかけによってのみ促されたものではな
い。学校として，クラスとしての取り組みも大きかったと考える。このことについては，稿を改
めて検討したい。
